
国際フォーラムやワークショップ
などの実施を検討中です。

会場内、屋外などで実施する
サイドイベントを検討中です。

Side Events

大会名称：World Robot Summit (WRS)

Symposium / WorkShop

競技会：World Robot 
Challenge (WRC)

展示会：World 
Robot Expo (WRE)

シンポジウム / 
ワークショップ・プログラム

サイドイベント・プログラム

1

「Industrial Robotics Category」、
「Service Robotics Category」、
「Disaster Robotics Category」と
「Junior Category」の４つの競技
会が開催されます。

競技会開催地で実施される先進
ロボットやロボット技術を展示す
る集中展示と、地域でのロボット
の社会実装の先進的な事例を紹
介する地域展示が実施されます。

ロボットの

社会実装を加
速する

Word Robot
Summit(WRS)
の取り組み

World Robot Summit（WRS）は、人間とロボットが共生し協働する世界の

実現を念頭に、世界のロボットの叡智を集めて開催する競演会です。

東京大学名誉教授
佐藤 知正

ワールドロボットサ
ミットの概要、今日
的意義と、その将来
を愛知県への期待と
して展望します。



ワールドロボットサミット

概要



World Robot Summit
の展開

2018 2020

World Robot Summit 2018
TOKYO
@東京ビッグサイト

10/17-10/21

World Robot Summit 2020
AICHI/FUKUSHIMA
@愛知県国際展示場

/福島ロボットテストフィールド
8月・10月予定

2019
【同時開催】
Japan Robot Week 2018
@東京ビッグサイト
10/17-10/21

【同時開催予定】
ロボカップアジアパシフィック大会
Japan Robot Week 2020

名称

会場

期間

主催

World Robot Summit 2018 （プレ大会）

東京ビッグサイト 東 7/8ホール

2018年10月17日（水）〜21日（日）
※Japan Robot Week 2018 と同時開催

※設営：10/13（土）〜10/17（水）10:00まで
※撤去：10/21（日）16:00〜24:00

経済産業省 / 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

名称

会場

期間

主催

World Robot Summit 2020 （本大会）

愛知県国際展示場

※うち、一部のインフラ・災害対応カテゴリーの競技
：福島ロボットテストフィールド
（2020年8月中旬3日間程度）

2020年10月上旬の1週間程度
※ロボカップアジアパシフィック大会

Japan Robot Week 2020 と同時開催を予定

経済産業省 / 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）

World Robot Summit 2018
TOKYO

World Robot Summit 2020
AICHI/FUKUSHIMA
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World Robot Summit
諮問会議

委員長
金出 武雄

カーネギーメロン大学
ワイタカー記念全学教授

委員
浅川 智恵子

IBM フェロー／カーネギーメロン大学
客員教授

委員
トーマス バウアーンハンズル

フラウンホーファー生産技術・オートメーション研究所
所長
シュトゥットガルト大学 工業生産管理研究所 所長

委員
ヘンリック クリステンセン

カリフォルニア大学サンディエゴ校 コンピューター理
工学部 教授／状況適応型ロボット技術研究機構
ディレクター

委員
中鉢 良治

国立研究開発法人産業技術総合研究所 理事長

委員
池内 克史

東京大学 名誉教授
マイクロソフトリサーチアジア 首席研究員

委員
北野 宏明

ロボカップ国際委員会 ファウンダー
株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所代表取締役社長、所長
沖縄科学技術大学院大学 教授

委員
小田 真弓

株式会社加賀屋 女将

委員
ギル プラット

トヨタリサーチインスティテュート 最高経営責任者(CEO) 
トヨタ自動車株式会社 エグゼクティブテクニカルアドバイザー
（前米国防総省国防高等研究計画局（DARPA）プログラムマネージャー）

委員
諏訪 貴子

ダイヤ精機株式会社 代表取締役

委員
ヤンシェン シュウ

香港中文大学深圳校 学長

委員
山崎 直子

宇宙飛行士 4



World Robot Summit
実行委員会

委員長
佐藤 知正

東京大学 名誉教授

委員
安藤 慶昭

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
ロボットイノベーション研究センター
ロボットソフトウェアプラットフォーム
研究チーム長

委員
石黒 周

千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター
副所長

委員 兼
ジュニア競技委員会委員長
江口 愛美

ロボカップ国際委員会理事及びジュニア担当副会長
Bloomfield College・准教授

委員
大場 光太郎

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
情報・人間工学領域
ロボットイノベーション研究センター
副研究センター長

委員 兼
サービス競技委員会委員長
岡田 浩之

ロボカップ日本委員会専務理事
玉川大学工学部情報通信工学科教授

委員
川村 貞夫

立命館大学 理工学部 ロボティクス学科 教授

委員
國吉 康夫

東京大学大学院 情報理工学系研究科 教授

委員
須藤 勝

富士ソフト企画株式会社 代表取締役社長
全日本ロボット相撲大会 大会委員

委員
高西 淳夫

早稲田大学 理工学術院 教授

委員 兼
インフラ・災害対応競技委員会委員長
田所 諭

東北大学大学院 情報科学研究科 教授

委員
琴坂 信哉

埼玉大学 大学院 理工学研究科 人間支援。生産科学部門
工学部機械工学科 博士（工学）
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World Robot Summit
実行委員会

委員
玉置 章文

トヨタ自動車株式会社 パートナーロボット部
部長

委員
西嶋 賴親

電通ロボット推進センター
チーフロボットプランナー／コピーライター

委員
野田 五十樹

ロボカップ国際委員会 会長
（国研）産業技術総合研究所
人工知能研究センター 総括研究主幹

委員
林 英雄

日刊工業新聞社 業務局
イベント事業部 副部長

委員
平井 成興

新エネルギー・産業技術総合開発機構
技術戦略研究センター
新領域・融合ユニット(ロボット・AI) ユニット長

委員
冨士原 寛

一般社団法人日本ロボット工業会 専務理事

委員
松日楽 信人

芝浦工業大学 工学部 機械機能工学科 教授 工学博士
複合領域産学官民連携推進本部 副本部長

委員 兼
ものづくり競技委員会委員長
横井 一仁

国立研究開発法人産業技術総合研究所
情報・人間工学領域
知能システム研究部門長

委員
横小路 泰義

神戸大学大学院 工学研究科 教授

委員
横山 和彦

株式会社 安川電機
技術開発本部 開発研究所
つくば研究所 所長

委員
和田 一義

首都大学東京 システムデザイン研究科 准教授

委員
弓取 修二

国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO）
ロボット・AI部 部長

委員
安田 篤

経済産業省製造産業局産業機械課
ロボット政策室 室長
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World Robot Challenge (WRC)
競技カテゴリー

ものづくりカテゴリー
Industrial Robotics 

Category

サービスカテゴリー
Service Robotics 

Category

インフラ・災害対応
カテゴリー

Disaster Robotics 
Category

ジュニアカテゴリー
Junior Category

WRSは、最先端のロボットやロボット技術、ロボットに関連する研究者・開発者および、政府や民
間の要人を世界から集め、集まったRobot Excellenceが、競技や展示を通じて競演する（競い、デモ
ンストレーションし、議論し、顕彰する）ことで、暮らしや産業・社会がどのように変わるかを提示
します。

WRSでは、ロボット競技会「World Robot Challenge」において、「Industrial Robotics 
Category」、「Service Robotics Category」、「Disaster Robotics Category」と「Junior 
Category」の4つの競技会が開催されます。

World Robot Challenge

プログラム

7



〈背景〉
• 生産年齢人口の減少(2050年代になると、先進主要

国で生産年齢人口比率は60％を割り込む)により、
労働力不足が深刻になります。

• 近年のサービス産業への労働者の集中(先進主要国
の全就業者数に占める第3次産業就業者数の比率は、
70％以上にまで高まっています)を考えると、「も
のづくり分野」の労働人口は、ますます減少するこ
とが見込まれるでしょう。

• これを打開するために、「ものづくり分野」に適用
できるロボットの実現を加速する必要があるのです。

●ものづくり産業におけるニーズ :ものづくりにおける生産方式の変化への対応
(大量生産から変種変量の柔軟な生産へ）

●目的 : 様々に変化するオーダーに応える全自動の組立作業を示す
(ロジスティクスやピッキング作業に注目するのではなく)

●期待される技術要素：全自動教示、冶具レス

World Robot Challenge

プログラム

製品組立チャレンジ
工業製品等の組立に必要な技術要素を含んだ
モデル製品を早く正確に組立

ものづくりカテゴリー
Industrial Robotics Category

競技種目・内容

〈競技項目〉

※2020年の競技内容については現時点での想定です。技術の進歩や2018年のプレ大会の実施結果等を踏まえて、本大会の競技内容を確定いたします。 8



Industrial Robotics ZONE

World Robot Challenge

Industrial Robotics
Category

実施会場イメージ

掲載のCGパースはイメージです。
今後の運用計画の変更等により実際とは
異なる場合がございます。
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〈背景〉
• 超高齢化や少子化といった解決すべき社会的課題に

対応するため、人間とバランスよく協働して様々な
サービスを実現する競技を実施します。

• 人々の生活の中に当然のようにロボットが入る時代
を迎え、人間とバランス良く協働して様々なサービ
スを実現するロボットが求められています。

• 人とロボットの高度なコミュニケーションのAI技術
による学習、クラウドによるビッグデータの情報共
有、IoT技術によるインターネットから情報収集及
び利用など、人と協働する安全安心なサービスロ
ボットやその環境の実現のための技術が求められて
います。

• ロボットの技術発展と社会実装のためには人材育成
が重要です。

World Robot Challenge

プログラム 世界初の店舗を舞台とする競技

サービスカテゴリー
Service Robotics Category

●サービス産業におけるニーズ : 労働人口の減少と高齢化社会に対応することと、
店員と高齢者の大きな負担を軽減すること

●目的 : 家事（片付けなど）や店舗における作業（商品陳列、接客など）の分担を示す

●期待される技術要素：人間とロボットの協働技術

家庭内の各種作業支援チャレンジ
家庭における片付け（整理整頓、収納等）や
留守番対応

店舗における各種業務支援チャレンジ
食品など複数種類の商品の品出し・入替、
客や従業員とのインタラクション、トイレの清掃

競技種目・内容

〈競技項目〉

※2020年の競技内容については現時点での想定です。技術の進歩や2018年のプレ大会の実施結果等を踏まえて、本大会の競技内容を確定いたします。10



Service Robotics ZONE

World Robot Challenge

Service Robotics
Category

実施会場イメージ

掲載のCGパースはイメージです。
今後の運用計画の変更等により実際とは
異なる場合がございます。 11



〈背景〉
• 近年、世界中で、自然災害、人為災害が頻発してい

ます。災害ロボット技術を確立することにより、災
害を未然に防ぎ、緊急時に人命を救い、災害復旧を
支援することが求められています。

• プラント等の産業施設、トンネルや地下街等の閉鎖
空間においては、いったん事故が起きると人間が入
ることが困難なケースや、極めて危険な場合もあり、
ロボットによる代替作業が必要になっています。

• 老朽化したインフラやビルは、地震等の災害発生時
に大きな被害に結びつくリスクが高くなります。ロ
ボットの導入によって、点検・メンテナンスを効率
化し、これまで困難だった箇所の点検を可能にする
ことは、急務の課題となっています。

• 多様な災害現場に対する災害ロボットを効率的に開
発するためには、共通基盤技術を適切に評価する標
準性能評価法（STM）を設定し、ロボットの多様な
性能を見える化することが重要です。STMは国際的
にもその利用が広がっており、ここでの課題に適し
たSTMの開発が求められています。

World Robot Challenge

プログラム

インフラ・災害対応カテゴリー
Disaster Robotics Category

●災害予防と対応におけるニーズ :人間がアクセスできないプラント災害予防とトンネル事故への対応

●目的 : 災害現場における人間では困難なタスクの実行

●期待される技術要素 : 移動・検査・環境認識などの統合技術 / 現場での実装力 / 性能評価試験とのリンク

プラント災害予防チャレンジ
十数種のインフラ点検項目に基づく点検
メンテナンス（バルブ開閉、消耗品交換等）
災害を想定した要救助者捜索

トンネル事故災害対応・復旧チャレンジ
トンネル災害を想定した情報収集、緊急対応（人命救助、
車両排除等）

災害対応標準性能評価チャレンジ
災害予防・対応で必要となる標準性能評価（移動能力、
作業能力、センシング能力、情報収集能力、無線通信能力、
遠隔操作性能、現場展開能力、耐久性）

世界初のトンネルを舞台とする競技会
人々の間でロボットに関連したコンセンサスを構築

〈競技項目〉

競技種目・内容

※2020年の競技内容については現時点での想定です。技術の進歩や2018年のプレ大会の実施結果等を踏まえて、本大会の競技内容を確定いたします。12



Disaster Robotics ZONE

World Robot Challenge

Disaster Robotics
Category

実施会場イメージ

掲載のCGパースはイメージです。
今後の運用計画の変更等により実際とは
異なる場合がございます。
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〈背景〉
・これまで以上に、日常生活の中に急速に新しい

技術が導入されようになった社会において、
多くの革新的、且つ創造的な人々による技術進歩が
必要とされています。

・ロボットのいる生活を実現化し、すべての生徒が
参加出来るロボットをしてのものづくりの活動を
提供することで、生徒が将来、科学技術の進歩に
貢献するために必要なスキルと知識を習得する
機会を実現します。

●目的：人材育成
リアルな環境下でのオープンタスク、チームワーク、開発プロセスを競う
スタンダードロボットプラットフォームを活用する

World Robot Challenge

プログラム

学校・家庭を想定した種目

ジュニアカテゴリー
Junior Category

競技種目・内容

ホームロボットチャレンジ
サービス分野と同様のタスクを設定しロボットを製作

スクールロボットチャレンジ
学校環境においてニーズのありそうなタスクと
それを実現するロボットを製作

〈競技項目〉

※2020年の競技内容については現時点での想定です。技術の進歩や2018年のプレ大会の実施結果等を踏まえて、本大会の競技内容を確定いたします。14



Junior ZONE

World Robot Challenge

Junior Category

実施会場イメージ

掲載のCGパースはイメージです。
今後の運用計画の変更等により実際とは
異なる場合がございます。 15



World Robot Expo ZONE

World Robot Expo

実施会場イメージ

掲載のCGパースはイメージです。
今後の運用計画の変更等により実際とは
異なる場合がございます。
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ワールドロボットサミット

これまでの歩み



（2014年5月6日）安倍総理のロボット革命宣言

日本の動き

●産業用ロボットの市場を２倍に
●サービスロボットの市場を20倍に
➝2020年までに、1000億円規模の投資

➝ロボットオリンピック（仮称）
ワールドロボットサミット

～アクションプラン～

～ロボット革命宣言～

－OECD閣僚理事会 安倍総理大臣基調演説－

写真はOECDホームページより

 ロボットによる「新たな
産業革命」を起こす。

 日本は、世界に先駆
けて、ロボット活用の
「ショーケース」となり
たいと考えています。

～その後～



サービス部門の生産性の低さは、世界共通の課題。ロボット技術のさら
なる進歩と普及は、こうした課題を一挙に解決する、大きな切り札とな
るはずです。ものづくりの現場でも、ロボットは、製造ラインの生産性を
劇的に引き上げる「可能性」を秘めています。ロボットによる「新たな産
業革命」を起こす。そのためのマスタープランを早急につくり、成長戦略
に盛り込んでまいります。

（OECD閣僚理事会 安倍内閣総理大臣基調演説 より）

（2014年5月6日）安倍総理のロボット革命宣言

（６月24 日）「日本再興戦略」改訂2014 －未来への挑戦－

(社会的)な課題快活に向けたロボット革命の実現）
少子高齢化の中での人手不足やサービス部門の生産性の向上という日

本が抱える課題の解決の切り札にすると同時に、世界市場を切り開いて
いく成長産業に育成していくための戦略を策定する「ロボット革命実現会
議」を早急に立ち上げ、2020 年には、日本が世界に先駆けて、様々な分
野でロボットが実用化されている「ショーケース」となることを目指す。



政府の成長戦略の中のロボット革命
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産業ロボット

サービス
ロボット



ロボット革命で目指す三つの柱(戦略)
①世界のロボットイノベーション拠点－ロボット創出力の抜本的強化
産学官の連携やユーザーとメーカーのマッチング等の機会を増やしイノベーションを誘
発させていく体制の構築や、人材育成、次世代技術開発、国際展開を見据えた規格
化・標準化等を推進する。

②世界一のロボット利活用社会－ショーケース（ロボットがある日常の実現）
中堅・中小を含めたものづくり、サービス、介護・医療、インフラ・災害対応・建設、農業
など幅広い分野で、真に使えるロボットを創り活かすために、ロボットの開発、導入を
戦略的に進めるとともに、その前提となるロボットを活かすための環境整備を実施する。

③世界をリードするロボット新時代への戦略
IoTの下でデジタルデータが高度に活用されるデータ駆動型社会においては、あらゆる
モノがネットワークを介して結びつき、日常的にビッグデータが生み出される。さらにそ
のデータ自体が付加価値の源泉となる。こうした社会の到来によるロボット新時代を見
据えた戦略を構築する。

2020年までの５年間について、政府による規制改革などの制度環境整備を含めた多
角的な政策的呼び水を最大限活用することにより、ロボット開発に関する民間投資の
拡大を図り、1000億円規模のロボットプロジェクトの推進を目指す。

（2015年1月23日）ロボット新戦略
（―ビジョン・戦略・アクションプラン―）



ロボットの研究開発を加速し、実社会への導入・普及を図る、すなわち社会実装を進める一
つの方法として、様々なロボットを対象とした競技会や実証実験、デモンストレーション、すな
わちロボットオリンピック（仮称）を実施する。単にロボット技術を競うための競技会ではなく、
医療・介護、災害対応・インフラ点検、農林水産業、製造業、サービス業、エンターテインメン
ト等、現実の課題を解決し、実際に役に立つロボット同士を競わせ、多くの人々にその姿を
示す。
ロボットをより身近なものと感じてもらい、ロボットにより現実の問題をいかに解決するかを探
り、活用法を議論し、また、ロボットとともにどう仕事をし、生活するのか、といったことを多く
の人々に考えてもらうきっかけにすることで、ロボット導入・普及を促進する。

（2015年1月23日）ロボット新戦略
（―ビジョン・戦略・アクションプラン―）



2015年度



2016年度
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ロボット新戦略の推進母体として、産官学等幅広いステークホルダーから構成する
「ロボット革命イニシアティブ協議会」の設置が提案されました。日機連はこの提案に
賛同、同協議会のとりまとめ事務局を担当することとし、総会等開催に向けて準備を
進めてきました。
協議会の事務局を日機連内に設置し、当面は事務局長を含む4名の専従スタッフで、

６月１日から活動開始した。

（2015年5月5日）ロボット革命イニシアティブ協議会

日刊工業新聞HPより

ロボット革命実現会議
のフォローアップ委員機



ロボットイノベーションWG （WG3）
ロボットイノベーションWG内に３つのサブWGを立ち上げて活動を推進

①プラットフォームロボット サブWG （SWG１） ：
プラットフォームロボットを軸とした誰もが使いこなせる「Easy to Use」なロボットの

実現等を検討する。

②ロボット活用に係る安全基準/ルール サブWG （SWG２）：
国際展開を見据えたロボット活用に係る安全基準及びルール等について

検討する。

③ロボット国際競技大会 サブWG （SWG３）：
ロボット国際競技大会の全体設計・競技などを検討する。

26

ロボット革命実現会議
のフォローアップ



(2014年度)ロボットオリンピック（仮称）

(2015年度）同サブワーキンググループ（SWG３）
⇒

ロボット国際競技大会SWG（2015年度）

(2016年度)ロボット国際競技大会実行委員会
（2017年度）ワールドロボットサミット実行委員会

27

ロボットオリンピック（仮称）の具体化



 ロボットの研究開発、および社会
実装を加速させる機会とする。

 世界が注目する高度なロボット
技術や社会実装を内外から結集
させ、限界に挑戦する競技とそ
の社会実装の姿を展示する機会
とする。

 ロボット活用社会について、人々
の理解を深め積極的な議論を誘
発することで、ロボットの新しい
利活用方法を生み出すとともに
促進策を明確にし、それを人類
の資産（レガシー）として残す機
会とする。

2015

201
6

2018

2020
［スケジュール］

2020年 ロボット国際競技大会 (2015年度のスライド)

（経済産業省／NEDO共催）

具体的な開催形式・競技種目の決定

実行委員会、及び実行委員会
諮問会議の発足

プレ大会

第一回
ロボット国際競技大会

［狙い］

Contact: robotcompetition@keieiken.co.jp



ロボット国際競技大会開催の
基本的考え方（2015年度の成果）
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技術飛躍
加速力

社会実装
加速力

国際性

社会訴求力・
発信力

継続性 人材育成性



生産年齢人口

の減少

人手不足や

社会保障費の増大

災害対策の強化や

社会資本の老朽

化への対応

社会的課題 競技分野

競技分野 （2015年度の成果）

Contact: robotcompetition@keieiken.co.jp

ものづくり分野
Ex)製造業 農林水産

業、食品産業

サービス分野
Ex)サービス、介護・医

療分野

災害分野
Ex)インフラ、災害対

応、建設



ワールドロボットサミット

今日的意義



懸賞の持つ意義
（リンドバーグの例）

ホテル経営者が設けた賞（オルティーグ賞）
への挑戦者であったリンドバーグの

単独無着陸大西洋横断飛行（1927年）が、
●大衆の飛行機旅行を花開かせ、
●航空関連株の急騰を招いた。

～成果報酬(挑戦)と 衆目(感動)が革新を生む～
（$25,000、空港に75万人とも100万人とも）

以下、このロボット版である“競技と展示”から
なる“ワールドロボットサミット”の取り組みの意
義を述べる。

リンドバーグとスピリット・
オブ・セントルイス
（Wikipediaより）



ロボット競技とその今日的意義

～成果報酬（挑戦）と衆目（感動）が革新を生む～



ロボットブーム：自動運転自動車
と

ロボットコンテスト
の関係



昔の移動ロボット (1973)

トイワールド（Toy World）で、
地面の白線を見て･考え･慎重に動き移動する。

自動運転車は、“夢”の時代。



31年後、ロボット自動車に懸賞がかかった
＝自動運転自動車への挑戦

DARPAグランドチャレンジ (2004)
グランドチャレンジは世界初の長距
離無人自動車の競技。

2004年に米国議会はDARPA（アメ

リカ国防高等研究計画局）に対して、
2015年に自立的な無人軍用車の比率
を1/3にすべく最初のグランドチャレ
ンジの賞金（100万ドル）の拠出を承
認した。
2004年3月13日にモハーヴェ砂漠で開
催された第一回目のDARPAグランド
チャレンジでは総距離150マイル (240 
km)でどの車両もゴールまでたどり着

けなかった。カーネギーメロン大学
のレッドチームのサンドストームが
スイッチバックの曲がる個所で岩に
乗り上げて動けなくなるまで11.78km
まで走った。勝者はいないと宣言さ
れ賞金は与えられなかった。
2005年は、５チームが完走。



目を持ったロボット自動車＝自動運転への挑戦
アーバンチャレンジ (2007)

各ロボット自動車は、6時間以
内に約100kmを、自動で走らな
ければならない。

左は、もともとは、空軍基地
だった場所で、家屋や建物があ
る。

ロボット自動車がカリフォル
ニア州の道路交通規制法に則っ
て安全に走行しているかを
チェックされる。違反があれば、
交通違反切符を切られ、減点と
なる。当然、はやく着いた車が、
また、同時到着の場合は、違反
点数の低い車が、勝つ。優勝し
たグループには、2億円が賞金と
して出された。

～成果報酬と衆目が革新を生む～

http://robot.watch.impress.co.jp/cda/parts/image_for_link/21156-733-9-1.html


目をもったロボット自動車の今
アーバンチャレンジ (2007)

他の車が走っていたり、信号の無い交差点があったり、路上駐車の車
を避けて通るという街の中での自動車の自動運転が実現された
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（米Google）

半世紀後の今：ロボット技術は、確実に進歩した

自動運転自動車：人とロボットとの暮らし

http://www.youtube.com/embed/cdgQpa1pUUE

世界のロボットカー

開発競争の先陣。

～成果報酬と衆目が革新を生む～
（アマゾンもここに注目した、アマゾンロボティクスコンテスト）



DRC
（DARPA Robotics Challenge）

2015年6月5日から6日
カリフォルニア州
パメラ（ロスの南）



ロボット競技のもつ今日的意義
DARPA（米国国防高等研究計画局）

●ロボットコンテストは、科学技術イノベーション
のツールボックスの一つ●

●いい目標
●いい場
●競争と顕彰

●技術の成熟
●組み合せ価値
●衆知を集める



展示のもつ今日的意義

～成果報酬（挑戦）と衆目（感動）が革新を生む～



展示の意義
（万博：産業技術の見える化による産業振興）

水晶宮で博覧会開会を宣言する
ヴィクトリア女王

第1回国際博覧会（ 1851年 ロンドン ）
クリスタル・パレス（水晶宮）。産業素材ガラス。604万人。
第4回国際博覧会（1889年パリ）
エッフェル塔。鉄骨。 516万人。

街の景観を変えることを含む
産業の（見える化による）人々の感動＝産業振興

大阪万博（一般博）
1970年3～9月千里丘陵。人類の進歩と調和。
太陽の塔。6400万人。「月の石」展示が人気。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Crystal_Palace_-_Queen_Victoria_opens_the_Great_Exhibition.jpg
https://ja.wikipedia.org/wiki/1851%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AD%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%B4%E6%99%B6%E5%AE%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A8%E3%83%83%E3%83%95%E3%82%A7%E3%83%AB%E5%A1%94


2005年 愛知万博（特別博）
愛・地球博。自然の叡智。2200万人。

テーマは、“2020年、人とロボットが暮らす街”

研究段階の技術をありのままに見せる



2005年 愛知万博
愛知万博（特別博）
2005年。愛・地球博。自然の叡智。2200万人。

目標：2020年、人とロボットが暮らす街。
研究開発段階ロボット技術を、

そのままみせる。



ロボット展示のもつ今日的意義

●ロボット展示は、ロボット技術の
社会への導入を加速する新しい手段。

●いい目標
●いい機会
●競争と顕彰

地域
●地域の独自性（地域特性）
●クリティカルマス、エコシステム
●グローバル世界→全世界へ



ロボット展示の意義の展開
（産業技術の見える化による産業振興）

街の景観を変えることを含む
産業の（見える化による）人々の感動＝産業振興

WikiPedia HPより引用

2020年：ピラミッドに匹敵する
ロボットの殿堂を

愛知万博（特別博）
2005年。愛・地球博。自然の叡智。2200万人。

目標：2020年、人とロボットが暮らす街。
研究開発段階ロボット技術を、

そのままみせる。
☛2020年には、

ロボットのいる現実の街を見せたい



なぜ、オリンピック時に展示なのか？



オリンピック/パラリンピックにおいて日本が主張すべきこと
（2020年東京オリンピック決定時に考えたこと）

1964の年東京オリンピックにおける、服部時計店への要請と対応
･競技の時間を正確に計測したい →推奨時計を利用可能に

⇒クオーツウオッチ
･競技結果をその場で印刷したい →小型印字装置を利用可能に

⇒プリンタ
セイコーエプロンの礎となった

結果的に、経済大国日本の礎となった

2020年東京オリンピック
･“モノ”を輸出する時代から→“成熟国日本のライフスタイル”を輸出する時代へ

➡“新しいﾗｲﾌｽﾀｲﾙとそのValueChain輸出”

例）

鉄道車両輸出から ロボットのいる駅なか交通システムの輸出へ
Product Innovation から Process Innovation

来訪者にロボットによる新生活･生産を見せ感動してもらう
➡地域展示と“地域リビングラボラトリツアー”の実現



2020年 東京オリンピック/パラリンピック

2025年 団塊の世代が後期高齢期へ

２０１４年 ロボット革命スタート

（技術立国日本）日本からの輸出の変遷

2030年～ ロボットValue Chain
輸出の時代

ロボットのいるリビング
ラボラトリツアの準備

ロボット協働Value 
Chainのリファイン
＝輸出産業化

2010年～ 社会インフラ輸出の時代

1980年～ メカトロ製品輸出の時代

まち･ひと･しごとの創成 第一期

まち･ひと･しごとの創成二期

まち･ひと･しごとの創成三期

“地域リビング
ラボラトリロボットツアー”

ロボットのいるリビングラ
ボラトリツアの全国展開

“地域リビング
ラボラトリ”の全国化

“地域リビングラボラト
リ”の世界輸出



ワールドロボットサミット2020年

街の景観を変えるような

ロボットの見える化による
人々の感動＝産業振興

2020年：
ピラミッドに匹敵する
ロボットの殿堂を

技術飛躍
加速力

国際性

社会訴求力・
発信力

継続性

人材育成社会実装
加速力

2020年：
研究投資の呼び込みを
愛知地域ロボット展示を

2020年：
ロボットワールド
の普及元年に

100年をかける
ロボットワールド
の世界普及

顕彰と衆目が
ひきおこす

ロボットイノベーション



ワールドロボットサミット
2020

愛知開催へ向けて



なぜ、地域なのか？



パルミサーノレポート
CRI（Center for Regional Innovation）の必要性

一国の経済繁栄の基礎は、地域がより一層に重要なる。グローバル
経済にあっては、技術、資本、知識が国境を越えて短期間に普及する。
経済成長の推進力として人材、新しいアイデアが決定的に 重要と

なり、地域の経済条件が一層重要になる。

優秀な人材をひきつけることが出来て革新的な企業の発展を支援で
きる地域は繁栄する。低賃金と天然資源に依存ずる地域は衰退する。
この課題に対応するためには伝統的な地域経済開発モデルから決

別しなければならない。先進工業国では低賃金と税制上の優遇への
依存した開発モデルから質の高い熟練労働力とイノベーションに対す
るインセンテイブによる成長モデルに転換しつつある。

全米競争力評議会では地域の経済発展をイノベーションパラダイム
へと転換を推進するためにCRIを設立した。



ローカルハブ：
人材輩出･産業･雇用を担う選ばれた地方拠点
地域で人材･企業を育成し、製造業を中心に海外で勝負できる
製品•サービスを輸出することで外貨を得る

経済活動

都市機能

インフラ

【従来】地方圈 【今後】ローカルハブ（自分の売り物をもつ）

出所）各種統計資料等より神尾様
（NRI）作成についか

スライド要点に追加

産業

主に大都市圈の
“手足”経済

ローカル支援機能

人ロ規模に応じた
生活ｻｰﾋﾞｽ産業

人口規模に応じた
インフラ

世界に勝負できる資源に立脚した経済
･地域に根付いたｸﾞﾛｲｯﾊﾞﾙﾆｯﾁ産業：ﾛﾎﾞｯﾄ化ものづくり
･地元で経済構造が確立：エコシステムづくり

ビジネス中枢機能+ローカル支援機能
･本社機能、 ･研究開発機能、●市による連携機能

：ﾛﾎﾞｯﾄ実用化に有効な地域ｱﾌﾟﾛｰﾁ

外貨獲得産業(製造業) ･サービス産業
･製造業･サービス産業:モノ+サービス＋シクミづくり
･研究開発･ビジネス支援サービス業（国内外）
･生活サービス産業（卸･小売･医療等）等

人材を維持するための良質なインフラ
･中心都市機能の集積･良質な住宅 ･公共交通･空港等

:SIer育成事業



イノベーション≠技術革新
イノベーション＝社会変革

• イノベーション＝均衡を打ち破ること

• 技術革新だけではイノベーションは生まれない

→ ほかにもさまざまな要素が必要

• 技術革新を伴わないイノベーションもある

• 「イノベーション≒社会変革」

☆イノベーションは複雑だ！だからインパクトがある！



イノベーション≠技術革新
（説明）

均衡は停滞？

みなさんは経済学で「市場の仕組み」を勉強したことがあると思います。市場
のモデルとされる完全競争市場では、市場の参加者が、価格を目安に自由に売
買を繰り返すといずれ均衡に至るとされます。そのとき、供給者の利潤、需要者
の効用のいずれもが最大化され、市場全体でも資源が最適に配分されるので
す。

しかし、「均衡は本当によいことなのか？」と考えた人がいました。オーストリア
の経済学者、シュンペーターです。彼は、均衡が続くだけでは新しいものは生ま
れない、よって「均衡は停滞である」と考えたのです。そして、均衡を打ち破るこ
とを「イノベーション」と呼びました。イノベーションは、現状に満足するのではなく、
何か別のステージを目指す取り組みといえるでしょう。
イノベーション≠技術革新
イノベーションinnovationは、当初は「新結合」や「新機軸」と和訳されていまし

た。技術だけでなくヒト、モノ、カネ、情報、制度等がそれまでにない関係で結ば
れ、まったく新しい価値や基準が生まれるという意味です。
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社会変革（イノベーション）は、新たな技術やアイデアが、顧客や社
会的ニーズと結びつき、社会に新しい価値を提供することで実現する。
つまり、イノベーションとは、研究や開発だけでなく、着想から事業化、
さらには社会制度の変更等までを含む長く複雑なプロセスで構成され
ている。とくに、近年は、解決すべき問題が複雑になっているため、そ
れぞれのステップが関係する学術研究と結びつきながら、またユー
ザーをはじめとするさまざまなプレーヤーと協働しながら進めることが
必要になっている。また、イノベーションは一直線には進まない。試行
錯誤や失敗からのフィードバックを繰り返し、遅々と、そしてときには
あっという間に進んでいく。
「そんなに一人でできないよ！」と考える必要はない。イノベーション

のプロセスを前に進めるには、必要な能力をもっている人々と協力す
ればよい。プロセスの特性とチームをつくることが重要。



ロボットイノベーションの成功地域
～シリコンバレーにおけるスタートアップ企業～

シリコンバレーにおける新規事業たちあげのためのエコシステㇺ（樋口範子）スライドより

大企業＋
ベンチャ中小企業



スタートアップは100社以上？

シリコンバレーにおける新規事業たちあげのためのエコシステㇺ（樋口範子）スライドより



シリコンバレーにおける新規事業たちあげのためのエコシステㇺ（樋口範子）スライドより

×融資、再融資
◎投資、再投資

ベンチャキャピタルによる資金提供と育成



ハードウエアをもつ
ロボット事業化の困難性

シリコンバレーにおける新規事業たちあげのためのエコシステㇺ（樋口範子）スライドより



シリコンバレーにおける新規事業たちあげのためのエコシステㇺ（樋口範子）スライドより

ハードウエアアクセラレータ

モノ＋ｻｰﾋﾞｽ＋シクミづくり



シリコンバレーにおける新規事業たちあげのためのエコシステㇺ（樋口範子）スライドより

シリコンバレーにおける
地元ロボット関係者の交流会

×人事直流
◎人事交流 エコシステム



ワールドロボットサミット2020
愛知開催の

ロボットイノベーションからの位置づけ
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愛知県：世界に誇れるロボット産業拠点を目指す

ロボットの開発側と利用側の産学行政が参画し、新たな技術・製品
を創出し、ロボット産業のさらなる集積を図るため、平成26年11月に
設立。

会長 （愛知県知事 大村秀章）

委員会 （企業5名、大学・研究機関6名、経済団体2名、行政8名）

会員 395社・団体（平成29年4月末時点）
開発側115、利用側101、開発・利用側86、支援機関93

ワーキンググループ

医療・介護等
分野ロボット
実用化WG

製造・物流等
分野ロボット
導入実証WG

無人飛行
ロボット
活用WG

あいちロボット産業クラスター推進協議会
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［千億円] ［％]
ロボット製造業の製造品出荷額等及び都道府県別全国シェアの推移

全国のロボット製造業製造品出荷額等 愛知県の国内シェア

全国二位の
国内シェア

製造品出荷額等
愛知県

1,077億円
（21.7％）

山梨県
798億円
（16.1％）

兵庫県
418億円
（8.4％）

静岡県
357億円
（7.2％）

その他
1,442億円
（29.2％）

全国
4,954億円 福岡県

863億円
（17.4％）

愛知県
64社

（15.1％）

大阪府
27社（6.4％）

長野県
31社（7.3％）

兵庫県
23社（5.4％）

その他
252社

（59.6％）

全国
423社

静岡県
26社（6.2％）

従業者数
愛知県

2,205人
（15.3％）

山梨県
1,499人
（10.4％）

福岡県
1,462人
（10.2％）

静岡県
1,143人
（7.9％）

その他
7,240人
（50.2％）

全国
14,416人

京都府
867人

（6.0％）

事業所数

出所：平成26年工業統計調査

出所：工業統計調査、経済センサス活動調査
平成 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年

愛知県のロボット製造業

ロボット製造業の製造品出荷額・事業所数･従業員数は、全国一位

ロボット製造品出荷額：長年全国第一位を維持



愛知県のロボット関連リソース
県内にロボットの研究開発にとりくむ大学や研究機関が多数存在
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http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwjO0OzzlevPAhVLjFQKHRPiBVgQjRwIBw&url=http://www.daido-news.jp/admission/labo/labo02/index.html&psig=AFQjCNFA1wOwg_uc5ZTxiacd4K4kOGPmxg&ust=1477114195046401
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=0ahUKEwjrrqixmOvPAhWnwlQKHfnGClUQjRwIBw&url=http://www.mdte.jp/laboratory/l_intelligence.html&psig=AFQjCNEX2ZK8m_tvV81W_iT6wduWjuj7Sw&ust=1477115002680895
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https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj_08qolOvPAhWJxVQKHUScDXoQjRwIBw&url=https://twitter.com/mujinbot/status/714256753261551616&bvm=bv.136499718,d.cGw&psig=AFQjCNHuSCQTxcfVvRzAseim4RQ3CV7g-g&ust=1477113835083664
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiizrHSlOvPAhWLj1QKHQvAAfsQjRwIBw&url=http://up-j.shigaku.go.jp/school/category08/00000000454801000.html&bvm=bv.136499718,d.cGw&psig=AFQjCNETjMB2U2io2TmLT1YDSPvor9dz1Q&ust=1477114001411917
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiltLTlkuvPAhUIh1QKHV3zCesQjRwIBw&url=http://www.pref.aichi.jp/soshiki/kyoiku-somu/0000033293.html&psig=AFQjCNGF1kmiq8HeW09-90Pyeb3wX1dhBg&ust=1477113513784436
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjm_oSik-vPAhVkjlQKHRenD2cQjRwIBw&url=http://smats.co.jp/index.php?page%3Dproducts01&psig=AFQjCNGsWyAN2gppoV4ihnnqQCzqiqR-rw&ust=1477113633652291
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=&url=http://www.tut.ac.jp/university/faculty/me/68.html&psig=AFQjCNGF1kmiq8HeW09-90Pyeb3wX1dhBg&ust=1477113513784436
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwja76-UkOvPAhXpgVQKHTYED40QjRwIBw&url=http://www.nitech.ac.jp/news/news/2014/2414.html&bvm=bv.136499718,d.cGw&psig=AFQjCNGzItfOZ1Rzv4LeNmCjwwHtkQWA3Q&ust=1477112482881461
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サービス･ロボット一体化戦略

要素
(もの、ピアノ)

サービス
（ピアノ教室）

Profit

社会導入のしくみ

（ビジネスモデル）

(しくみ、ピアノローン)

“もの”
“こと”

“しくみ”

ヤマハのとったピアノ普及戦略
～要素ロボット、サービス、それをつなぐしくみの構築～

×モノ
◎モノ･サービス･シクミ



日本でつくるべきモノ

生活と生産の革新を念頭に、きめこまかなサービス
とそれを可能にするﾛﾎﾞｯﾄやを実現し、それによるヴ
ァリューチェーンを構築する

π ロボット化、IoT化された生活

ものつくり 防災災害対応 健康支援医療福祉
支援

事業や組織、機械の
ふるまいモデル
機械や組織のライフログ

ロボット化基盤：ICF構造化現場BiｇDataベース

ものつくり、物流、サービスのロボット化 医療、福祉、社会参加、防災のロボット

ロボット化
個人機械

ロボット化
自動車

ロボット
化住宅

人のライフログ

人の個人行動や
社会行動のモデル

物流 サービス

ロボット化、IoT化された生産
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愛知ｻｰﾋﾞｽロボット実用化支援センター

SIC-1

国立長寿医療研究センターと連携し、
モノづくり企業やﾕｰｻﾞの支援

● 設置場所 国立長寿医療研究センター
● 開設日 平成27年8月17日
● 支援内容 ・ 県内企業のロボット展示

・ 介護施設や企業のマッチング支援
・ 企業のロボット開発に関する相談支援
・ サービスロボットの先進事例紹介 等

● 見学者数 28年度887名 ＜27年度473名＞

● 相談件数 28年度90件 ＜27年度37件＞



近未来技術実証プロジェクト
平成27年８月に指定された国家戦略特区の
近未来技術実証プロジェクトを推進。

● リハビリ遠隔医療・ロボット実証プロジェクト
医療機関と患者居宅間を情報通信でつなぐリハビリテーションの遠隔医療支援システム及び
早期市場化を目指したリハビリ支援ロボットの実証を実施
◆ 実施場所国立長寿医療研究センター、藤田保健衛生大学病院、UR都市機構豊明団地

● 自動走行実証プロジェクト
無人タクシーによる旅客サービスや無人配送サービスなどの新サービスを目指
した検証を実施
◆ 実施場所県道15号線付近、愛・地球博記念公園周辺道路 等

● 無人飛行ロボット実証プロジェクト
無人飛行ロボットの性能高度化実験や火災消火活動・鳥獣害対策・自動
走行車両用地図作成などでの実証を実施
◆ 実施場所愛・地球博記念公園、名古屋港南5区、矢作川浄化センター 等



産業ロボット技術の進歩：
世界初の手と目をもったロボット
電総研ロボットMK-1 1970

トイワールドで、見て･考え･慎重に作業する



技術は、確実に進歩した
35年後の手と目をもったロボット：

高速産業用ロボット（ファナック）2005年

ベルトコンベヤー上をバラバラに流れてくる製品を、
１分間１２０個以上のはやさでひろい上げる



産業用ロボット新しい姿（変種変量生産）
協働ロボットによる人との協働作業：ロボットとの生産

↑人と協働する機能を進化させたロボットの新種族

１ マニピュレーションスキル
精密組み合わせ動作、不定形物体把握、柔軟対象物ハンドリング

２ コンプライアンス （柔軟性）
人に対する安心安全の基本技術、自身が壊れない為の対外柔軟性

３ ユーザーインターフェイス
一般ユーザーへの直感的操作性（パソコンからスマホへ）

４ システムインテグレーション
具体的な事例展開を通じたテクノロジー・ブラッシュアップ

従来の産業用ロボット 新しい産業用ロボット

人と共存して
人と一緒に働くロボット

柵の中で人から隔離されて
働くロボット

働き方の革新



ロボット/マニュピレーションの世界
➡ロボット協働作業によるProcess Innovation

働き方の革新
＝ﾌﾟﾛｾｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
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ロボット実用化に有効なアプローチ

ロボット
プラット
フォーム
提供者

オープン
ソフトウエア,
データベース

事業者

サービス事業者 啓発･教育･研究機関

産業ロボット
社会実装現場

ロボット活用コミュニティ

ロボット化モノ作り

エコシステムの構築

プロセスイノベーション

ロボットの社会への導入
＝ロボット活用社会の創出



“ロボットイノベーション”
＝ロボット活用コミュニティづくり

82

≪ロボット側からみたら≫
ロボットイノベーション
＝ロボット技術による社会変革
⊂ロボット技術の社会実装活動
➡ロボット技術を社会に導入する活動

≪社会からみたら≫
ロボット技術が実装された社会
＝ロボット技術活用コミュニティづくり

ロボットイノベーション実現に重要な視点
＝ロボット活用コミュニティ創出



全体統括

データベース

DB

システム
エンジニアリング

ロボットプラットフォーム

①双腕協働ロボット

②テレプレゼンスロボット

③移動/作業支援ロボット

④見守りロボットシステムエンジニア

SE

ロボットシステムの社会実装現場

オープンソース
プラットフォーム

OS

SE

DB

OS

①

②

③

④

●● ● ●

●●●

●●

●● ●● ●● ●●

●

●

1)生産システム分析
2)環境整備･周辺機製造
3)ラインの構築

1)望ましい生活例示
2)協働ロボットの選定
3)活用支援

（ユーザ）

（企業体ネットワーク）

多種小変量生産ロボットやオープン
ソースソフトを供給されたシステム構
築企業が、中小規模工場のロボット
化を推進する

あるべきライフスタイルの
提示とそれを実現するロ
ボットやサービスの決定実
施を支援する事業者ネット
ワークが生活を革新する

●● ●●●●●● ●

ロボット活用コミュニティづくりの詳細図
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コミュニティの視点と新しい産学連携

☚社会共創アプローチ

84

ｺﾐｭﾆﾃｨの要件 重要な視点
･多様性 Diversity 異業種連携
･共同体意識 Integrity 共有価値
･規模 Critical Mass １社では困難

･継続性 Echo-system 継続システム
新しい産学連携
●社会から課題を抽出し、社会で解決する（社会共創）
●中小･ベンチャ企業と大企業、異業種との協業
●科学技術が社会に定着することを目指す

社会実装アプローチ（共有価値）
●コミュニティ作り、社会実装に学も関わる

現時点２４➡100
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実証評価する場の提供

約700m

約700m
約700m

約450m

矢作川浄化センター名古屋港南5区 愛・地球博記念公園

県関連施設をロボットの実証フィールドとして提供
① 愛・地球博記念公園［長久手市］

28年度5社・24回実施（27年度3社・14回）
② 名古屋港南５区［知多市］

28年度31社・121回実施（27年度16社・28回）
③ 矢作川浄化センター［西尾市］

28年度9社・30回実施（27年度2社・7回） ※②③は無人飛行ロボットのみ
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コミュニティづくり、社会づくり
からの科学技術研究開発

科学技術開発とその社会実装活動を、
長期密着の社会活動として実施する

社会実装指向アプローチの要点
①アジャイル（探索的）開発
②社会共創（開発時からのユーザーFB）
③社会システムの再設計
④オープンイノベーション

（RTMなど、使えるものは使う）
⑤啓発･人材育成

（コミュニティ作り＋現地NPO等との協力）

ロボット産業化に有効な社会共創アプローチ



社会共創アプローチ
～科学技術社会実装のための新しい研究開発アプローチ～

8
8



全体統括

データベース

DB

システム
エンジニアリング

ロボットプラットフォーム

①双腕協働ロボット

②テレプレゼンスロボット

③移動/作業支援ロボット

④見守りロボットシステムエンジニア

SE

ロボットシステムの社会実装現場

オープンソース
プラットフォーム

OS

SE

DB

OS

①

②

③

④

●● ● ●

●●●

●●

●● ●● ●● ●●

●

●

1)生産システム分析
2)環境整備･周辺機製造
3)ラインの構築

1)望ましい生活例示
2)協働ロボットの選
定
3)活用支援

（ユーザ）

（企業体ネットワーク）

多種小変量生産ロボットやオープン
ソースソフトを供給されたシステム構
築企業が、中小規模工場のロボット
化を推進する

あるべきライフスタイルの
提示とそれを実現するロ
ボットやサービスの決定実
施を支援する事業者ネット
ワークが生活を革新する

●● ●●●●●● ●

ロボット産業化を可能とするエコシステム構築
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社会的受容性の獲得･永続的な
社会システムの構築

×ロボットづくり
◎ロボットコミュニティづくり
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日本の発展を支える愛知に
新たな大規模展示承を2019年秋に開業

◆ 新たな大規模展示場の概要
● 建設予定地 空港島（常滑市）
● 施設規模 展示面積6万m2

● 開業予定 2019年秋
● 特長
① 抜群のアクセス利便性…名古屋駅から28分、セントレア東ICから1分
② 日本初の国際空港隣接型展示場…海外・国内主要都市からアクセス抜群
③ 利便性の高い展示施設…6万m2を一体利用できる展示スペース

● 整備事業者 株式会社竹中工務店名古屋支店
● 建設費 約341億円

建設予定地

空港島

常滑市

名古屋市

中部国際空港

中部国際空港駅 セントレア東IC
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安全技術開発の研修会･セミナー

● リスクアセスメント研修会
・ 実施日 平成28年8月2日、18日、9月1日
・ 講師 名古屋大学大学院工学研究科

山田陽滋教授 他
・ 参加者数 30名

● 国際安全規格取得支援セミナー
・ 実施日 平成28年9月5日
・ 講師 （一財）日本自動車研究所

浅野主任研究員
RT.ワークス(株) 藤井代表取締役 他

・ 参加者数 26名
◆ 国際安全規格取得支援専門家派遣
・ 専門家 （一財）日本品質保証機構職員
・ 対象 愛知県内に事業所を有する企業
・ 実施数 2回

人との接触機会が多くなるサービスロボットの安全な開発を促進。
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規制緩和
●ドローン競技のための規制緩和

２

●情報の個人所有宣言
●社会コスト低減投資規定
●ロボット産業集積条例

規制強化



①人の役に立つ役割 →自動車につぐ新しい産業の創成
→社会問題の解決、社会ニーズにこたえる

※人へのラスト 1m は、形と動きをもったロボット
･役にたつことのたのしさ⇒《役に立つことの喜び》

②人を知る役割 →ロボットによる学問の見直し
※ロボットを作ってみることで、人や社会がわかる

････Synthetic Science
･知ることの楽しさ ⇒《知ることの喜び》

③人を感動させる役割→ロボットによる教育、意識高揚
※ソフトとハードをともに扱える人材の育成
･人々を元気づける ⇒《動きをみる感動･喜び》

ロボットの３つの役割

～成果報酬（挑戦）＋衆目(感動）で革新を生む活動の共創を～



オリンピズム（100年かけて広まった）
オリンピック憲章 前文 オリンピズムの根本原則
1. オリンピズムは人生哲学であり、肉体と意志と知性の資質を高めて融合させた、均衡の
とれた 総体としての人間を目指すものである。スポーツを文化と教育と融合させることで、
オリンピズムが求めるものは、努力のうちに見出される喜び、よい手本となる教育的価値、
社会的責任、普遍的・基本的・倫理的諸原則の尊重に基づいた生き方の創造である。
2. オリンピズムの目標は、スポーツを人類の調和のとれた発達に役立てることにあり、その
目的は、 人間の尊厳保持に重きを置く、平和な社会を推進することにある。
3. オリンピック・ムーブメントは、オリンピズムの諸価値に依って生きようとする全ての個人
や団体に よる、IOC の最高権威のもとで行われる、計画され組織された普遍的かつ恒久
的な活動である。 それは五大陸にまたがるものである。またそれは世界中の競技者を一堂
に集めて開催される 偉大なスポーツの祭典、オリンピック競技大会で頂点に達する。その
シンボルは、互いに交わる 五輪である。
4. スポーツを行うことは人権の一つである｡すべての個人はいかなる種類の差別も
なく、オリンピッ ク精神によりスポーツを行う機会を与えられなければならず、それには、友
情、連帯そしてフェ アプレーの精神に基づく相互理解が求められる。
5. スポーツが社会の枠組みの中で行われることを踏まえ、オリンピック・ムーブメントのス
ポーツ組 織は、自律の権利と義務を有する。その自律には、スポーツの規則を設け、それ
を管理するこ と、また組織の構成と統治を決定し、いかなる外部の影響も受けることなく選
挙を実施する権利、 さらに良好な統治原則の適用を保証する責任が含まれる。
6. 人種、宗教、政治、性別、その他の理由に基づく国や個人に対する差別はいかなる形で
あれ オリンピック・ムーブメントに属する事とは相容れない。
7. オリンピック・ムーブメントに属するためには、オリンピック憲章の遵守及び IOC の承認が
必要で ある。 ロボットと生きる世界を100年かけて広める



まとめ：
ワールドロボットサミット2020年

街の景観を変えるような

ロボットの見える化による
人々の感動＝産業振興

2020年：
ピラミッドに匹敵する
ロボットの殿堂を

技術飛躍
加速力

国際性

社会訴求力・
発信力

継続性

人材育成社会実装
加速力

2020年：
研究投資の呼び込みを
愛知地域ロボット展示を

2020年：
ロボットワールド
の普及元年に

100年をかけた
人とロボットが
暮らす街の
世界普及

顕彰と衆目が
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ロボットイノベーション
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